
学生便覧正誤表 
 
P4 
（誤） 
【アドミッション・ポリシー（入学者受入方針）AP 】 
入学者選抜 
 本学科は、安全かつ安心な生活を送ることができるように、社会や医療の要請に薬学の知
識を通して対応できる危機管理の素養を身 
につけた薬の専門家を養成することを目指しています。 
 本学科では、入学志願者の基礎的知識を評価するための一般選抜入学試験、意欲や表現力、
コミュニケーション力等の適性を多面的 
に判定するための総合型選抜入学試験等、複数の選抜制度を設けています。また、留学生に
ついてはこれらの評価に加えて勉学に必要 
な日本語能力を身につけている者を受入れます。 
●求める人物像 
下記の項目のいずれか複数の項目を満たす人を求めます。 
１．薬学に関する知識と技術を学び、安全・安心な社会の構築に寄与したいという意欲のあ
る者 
２．自然科学分野の基礎的知識を備えている者 
３．人文・社会科学分野の基礎的知識を備えている者 
４．コミュニケーション力の向上を目指す者 
 
（正） 
【アドミッション・ポリシー（入学者受入方針）AP 】 
薬学科が育成する人材 
 薬学科では、「ひとりひとりの若人が持つ能力を最大限に引き出し、技術者として社会人
として社会に貢献できる人材を養成する。」という学園建学の理念に基づき、絶えず変動す
る社会の要請に対応することが可能な高い専門性と倫理観や使命感、そして 危 機 管 理
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能

力によって、地域をはじめ広く社会に貢献する薬の専門家を育成します。 
 
期待する入学者像 
 薬学科では、以下の項目の能力を有する人の入学を求めます。 
1. 本学の建学の理念と、本学部の教育研究上の目的に共感を覚え、薬学を修めたいという

意欲のある人 
2. 知的好奇心が旺盛で、特に自然科学や生命科学に対し広く興味・関心を示し、その原理

を理解するための基本的能力を有する人 



3. 日本語、及び英語の基本的な読解力、得られた情報や知識の要点を他者に的確に伝える
能力、及びそれらの能力を活用することで、他者との良好な関係構築に努めることがで
きる人 

4. 様々な困難に遭遇しても、それらを克服することで学業を成就させ、薬学の専門知識を
以て社会の福祉向上に貢献したいという意欲がある人 

 
入学者選抜の方法と趣旨 
 薬学科では、多様な人材を広く受け入れるために、複数の選抜制度を採用し、筆記試験の
みならず、面接や小論文、調査書の内容などによって総合的に入学希望者の能力や資質を評
価します。一般選抜では本学が独自に行う筆記試験、もしくは大学入学共通テストの成績に
より入学後に必要な自然科学の知識や基本的な考え方、読解力や理解力が身についている
かを評価します。総合型選抜と学校推薦型選抜では、面接試験や志望理由書、課題小論文の
審査により、自然科学の基本的な素養に加えて、本学の理念や教育目標への共感や継続的な
学習意欲、薬の専門家として社会に貢献したいという熱意を重視したうえで評価します。 
 
P.32 
（誤） 
 航空救命援助概論 
 
（正） 
 航空救命救助概論 
 
 
P.138 
（誤） 
 
 
 
（正） 
 
 
 
 
 
 
 

薬 科 学 専 攻 修士課程・博士課程（後期） 

薬 科 学 専 攻 博 士 課 程 （後期） 



P.20 
（誤） 
注３ 日本語を⺟国語としない学生は、２年次進級までに日本語能力試験（JLPT）N2 に合
格すること。 
もしくは、BJT ビジネス日本語能力テスト 400 点以上、J.Test 実用日本語検定 600 点以上
または日本語留学試験（EJU）220 点以上を取得すること。 
 
（正） 
注３ 日本語を⺟国語としない学生は、２年次進級までに日本語能力試験（JLPT）N2 に合
格すること。 
もしくは、BJT ビジネス日本語能力テスト 400 点以上、J.Test 実用日本語検定「A-C レベ
ル試験」600 点以上または日本語留学試験（EJU）220 点以上を取得すること。 
 
P.23 
（誤） 
※日本語を⺟国語としない学生は、２年次進級までに日本語能力試験（JLPT）N2 に合格す
ること。もしくは、BJT ビジネス日本語能力テスト 400 点以上、J.Test 実用日本語検定 600
点以上または日本語留学試験（EJU）220 点以上を取得すること。 
 
（正） 
※日本語を⺟国語としない学生は、２年次進級までに日本語能力試験（JLPT）N2 に合格す
ること。もしくは、BJT ビジネス日本語能力テスト 400 点以上、J.Test 実用日本語検定「A-
C レベル試験」600 点以上または日本語留学試験（EJU）220 点以上を取得すること。 
 
P.24 
（誤） 
注３  航空技術危機管理学科及び動物危機管理学科に所属する日本語を⺟国語としない
学生は、２年次進級までに日本語能力試験（JLPT）N2 に合格すること 
もしくは、BJT ビジネス日本語能力テスト 400 点以上、J.Test 実用日本語検定 600 点以上
または日本語留学試験（EJU）220 点以上を取得すること。 
 
（正） 
注３  航空技術危機管理学科及び動物危機管理学科に所属する日本語を⺟国語としない
学生は、２年次進級までに日本語能力試験（JLPT）N2 に合格すること 
もしくは、BJT ビジネス日本語能力テスト 400 点以上、J.Test 実用日本語検定「A-C レベ
ル試験」600 点以上または日本語留学試験（EJU）220 点以上を取得すること。 



P.36 
（誤） 
※航空技術危機管理学科及び動物危機管理学科に所属する日本語を⺟国語としない学生は、
２年次進級までに日本語能力試験（JLPT）N2 に合格すること。もしくは、BJT ビジネス日
本語能力テスト 400 点以上、J.Test 実用日本語検定 575 点以上または日本語留学試験（EJU）
220 点以上を取得すること。 
 
（正） 
※航空技術危機管理学科及び動物危機管理学科に所属する日本語を⺟国語としない学生は、
２年次進級までに日本語能力試験（JLPT）N2 に合格すること。もしくは、BJT ビジネス日
本語能力テスト 400 点以上、J.Test 実用日本語検定「A-C レベル試験」600 点以上または日
本語留学試験（EJU）220 点以上を取得すること。 
 


